
為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
成
過
程

、

池

田

富

蔵

一
、
為
兼
集
と
片
山
豊
樹

 
最
近
私
は
行
橋
市
の
元
社
家
片
山
豊
叢
記
所
蔵
の
為
兼
集
を
発
見
し
た
。
こ

の
家
集
は
刊
本
で
あ
り
、
そ
の
内
容
構
成
は
、
e
「
為
兼
集
」
（
二
十
六
帖
）
、

口
「
為
兼
家
集
補
遺
」
 
（
廿
七
帖
裏
く
表
は
遊
紙
V
i
四
十
五
帖
）
日
藤
為
兼

卿
伝
（
最
後
の
十
帖
）
の
三
部
か
ら
成
る
。
e
に
は
、
「
慶
長
三
巳
八
月
二
日

図
書
為
景
判
」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
・
為
景
は
儒
者
渥
窩
を
父
と
し
、
定
家
十

二
也
の
孫
。
正
四
位
如
在
中
将
。
詩
文
和
歌
を
よ
く
し
、
後
水
尾
天
皇
に
仕
え
、

学
を
講
じ
た
。
承
応
元
年
（
'
一
六
五
二
）
四
十
一
才
の
若
さ
で
没
し
て
い
る
。

本
書
の
謡
本
に
つ
い
て
は
奥
書
に
よ
る
と
父
の
所
持
し
て
い
た
「
為
雪
曇
集
」

を
僅
か
二
日
間
で
書
写
し
、
そ
の
正
本
は
、
中
院
大
納
言
通
勝
の
手
跡
で
門
外

不
出
の
秀
れ
た
秘
本
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
通
勝
（
弘
治
二
く
一
五
五

六
V
一
慶
長
一
五
く
一
六
一
〇
V
五
五
才
没
）
は
通
為
の
男
。
正
三
位
権
中
納

言
に
至
る
。
和
歌
を
好
み
、
三
条
西
実
枝
、
細
川
幽
斎
ら
に
師
事
し
て
古
今
伝

授
の
正
統
を
継
い
だ
。
 
「
申
院
本
平
家
物
語
」
な
ど
古
典
を
書
写
し
、
有
名
な

源
氏
物
語
注
釈
書
「
民
江
入
楚
」
の
著
者
。
古
典
学
者
と
し
て
多
く
の
功
績
を

残
し
、
家
集
に
は
「
中
院
素
然
詠
歌
」
、
「
中
院
鷺
足
軒
詠
七
十
六
首
」
、
「
冬

夜
詠
百
首
和
歌
外
十
種
」
な
ど
の
私
家
集
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
日
記
に
「
継
芥

記
」
を
残
し
て
い
る
。

 
次
の
口
に
つ
い
て
は
、
本
書
伝
来
に
最
も
尽
力
し
た
近
也
の
北
川
真
顔
の
文

政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
奥
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
続
々
類
従
第
十
四
歌
文
部
に

も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
勅
撰
人
集
の
為
兼
の
歌
を
見
る
の
に
最
も
便
利
な
資
料

と
な
る
。
ま
た
そ
の
後
に
追
記
さ
れ
た
日
「
藤
島
兼
卿
相
」
は
、
近
世
に
お
い

て
は
最
も
く
わ
し
く
ま
と
め
ら
れ
た
評
伝
と
言
え
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
本
書
刊
行
の
由
来
に
つ
い
て
は
岸
本
由
豆
流
（
寛
政
元
く
一
七

八
九
一
弘
化
三
く
一
八
四
六
V
五
八
才
没
）
の
懲
悪
あ
っ
て
の
こ
と
で
そ
の
刊

行
経
過
を
記
し
た
抜
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
北
川
真
顔
が
「
為
兼
卿
家
集
」
を

刊
行
し
て
始
め
て
公
に
な
っ
た
こ
と
の
功
績
を
称
え
「
こ
の
集
の
か
く
お
ほ
や

け
に
な
り
ぬ
る
こ
と
は
歌
の
工
み
ち
ふ
み
な
ち
せ
る
人
た
ち
の
い
と
よ
き
し
る

べ
な
ら
む
か
し
。
さ
れ
ば
こ
の
集
見
ん
入
か
の
く
も
り
が
ち
な
る
野
守
の
鏡
に

こ
こ
ろ
う
つ
さ
で
北
川
の
清
き
流
れ
に
こ
そ
よ
る
べ
け
れ
」
と
あ
り
、
「
つ
ち

の
え
と
ら
に
あ
た
れ
る
や
よ
ひ
つ
ご
も
り
岸
本
由
豆
流
し
る
す
」
と
結
ん
で
い

る
。
真
顔
が
刊
行
し
た
文
政
元
年
に
た
だ
ち
に
追
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
て
、
 
「
為
兼
集
」
と
い
う
家
集
に
つ
い
て
は
、
続
群
書
類
従
巻
四
三
二
に

為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
成
過
程
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「
入
道
大
納
言
為
兼
甘
気
二
通
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
通
に
つ

 
 
 
 
 
 
（
注
）
（
一
）
・
（
二
）
，

い
て
は
す
で
に
先
学
小
原
幹
雄
氏
の
詳
細
な
研
究
調
査
が
あ
り
こ
れ
に
負
う
と

こ
ろ
が
多
い
。
こ
の
こ
通
（
二
集
）
の
「
為
兼
集
」
は
ω
前
集
ω
後
送
と
呼
ん

で
も
よ
ろ
し
い
。
（
小
原
氏
は
前
集
を
「
霊
界
」
、
後
集
を
「
乙
集
」
と
呼
称
し

て
い
る
）
こ
の
二
藍
ば
、
私
撰
集
で
あ
っ
て
、
為
兼
自
身
の
撰
で
は
な
く
て
、

後
人
の
撰
に
な
り
、
し
か
も
「
前
集
」
、
「
後
集
」
と
も
時
代
的
に
隔
た
り
が

あ
り
、
そ
O
撰
者
も
ま
た
異
な
る
。
な
お
、
 
「
為
兼
集
」
と
は
あ
る
が
、
為
兼

個
人
の
家
集
で
は
な
く
他
人
の
歌
の
方
が
多
い
と
い
う
内
容
を
持
つ
特
殊
な
家

集
で
あ
る
。

 
片
山
家
所
蔵
刊
本
は
、
ω
の
「
論
集
」
に
あ
た
る
。
後
集
の
内
容
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
が
、
福
岡
県
豊
前
国
の
行
橋
市
元
永
の
片
山
家
に
な
ぜ
、
 
「
為
兼

集
」
 
（
後
前
）
の
刊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
れ

な
り
の
十
分
な
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
き
い
さ
さ
か
述
べ
て
お
く
。

名
著
コ
泉
都
郡
誌
」
 
（
伊
東
尾
四
郎
編
・
大
正
八
年
刊
）
第
十
章
人
物
「
第

二
節
学
者
教
育
家
及
文
人
」
の
項
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
「
片
山
豊
樹
」
の
条

に
、
「
片
山
豊
樹
は
今
井
祇
園
社
の
祠
官
な
り
。
村
上
仏
山
、
西
田
直
養
、
佐

久
間
種
に
従
ひ
学
ぶ
。
最
も
歌
に
長
ず
。
明
治
八
年
没
す
。
享
年
四
十
七
」
と

別
稿
「
北
豊
の
歌
人
」
の
一
節
を
簡
単
に
引
用
し
て
い
る
。
豊
樹
は
片
山
家
系

に
お
け
る
傑
出
し
た
歌
人
で
あ
り
、
幼
名
を
一
と
言
い
、
又
、
岩
彦
、
豊
樹
な

ど
と
称
し
た
が
維
新
以
後
は
専
ら
豊
樹
を
用
い
た
。
幼
に
し
て
村
上
仏
山
（
文

化
七
年
く
一
八
一
〇
V
一
明
治
一
二
年
く
一
八
七
九
V
七
〇
才
略
・
行
橋
市
稗

田
出
生
）
の
漢
学
塾
「
水
哉
園
」
に
学
ぶ
。
一
方
、
十
六
才
頃
か
ら
小
倉
六
歌

仙
の
う
ち
西
田
直
養
、
佐
久
間
種
ら
に
歌
を
学
び
、
筑
前
の
伊
藤
常
足
（
太
宰

管
内
志
の
著
者
）
に
も
歌
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。
西
田
、
佐
久
間
の

紀
行
文
を
見
る
と
片
山
家
に
宿
泊
し
た
こ
と
も
し
る
さ
れ
、
温
い
師
弟
愛
を
か

い
間
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
、
従
五
位
下
を
授

け
ら
れ
た
。
二
十
一
才
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
環
境
に
い
た
片
山
家
に
和

書
、
歌
書
の
蔵
さ
れ
て
い
る
の
も
理
由
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
神
官
片
山
家
の
遠

祖
は
塩
田
太
郎
豊
忠
で
、
代
々
塩
田
に
居
住
し
て
現
在
の
達
子
氏
に
至
る
。
塩

田
と
い
う
の
は
現
在
の
元
水
地
区
の
こ
と
で
あ
り
、
豊
春
は
天
暦
六
年
（
九
五

二
）
に
妙
見
社
を
建
て
た
。
和
歌
史
的
に
み
れ
ば
「
後
撰
和
歌
集
」
を
撰
進
し

た
翌
年
に
あ
た
る
村
上
朝
で
古
い
社
歴
を
も
つ
。
豊
樹
を
中
心
と
し
た
略
系
を

示
す
と
次
の
如
く
な
る
。
 
（
○
印
の
中
の
洋
数
字
は
代
を
表
わ
す
）

 
①
 
 
 
 
⑳
 
 
 
 
⑳
 
 
⑳
 
 
⑳
 
 
⑳
 
 
⑳

○
塩
田
豊
忠
…
…
片
山
豊
満
…
…
豊
貫
-
豊
樹
一
豊
盛
-
豊
敏
-
豊
孝

 
豊
樹
の
孫
豊
敏
氏
は
連
歌
を
好
み
祇
園
社
奉
納
連
歌
一
巡
の
座
の
位
置
が
決

ま
っ
て
い
て
晩
年
に
至
る
ま
で
嬰
鎌
と
し
て
祖
父
豊
樹
伝
来
の
家
系
を
守
り
、

殊
に
祇
園
社
奉
納
連
歌
に
つ
い
て
は
新
レ
い
連
歌
再
興
に
尽
力
し
た
が
昭
和

四
十
六
年
に
逝
去
さ
れ
た
。
豊
敏
氏
生
前
に
は
私
も
幾
重
か
連
歌
の
座
を
共
に

し
、
'
久
し
く
眠
懇
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
当
主
豊
孝
氏
も
亡
父
の
跡
を
継
承
し

連
歌
発
句
定
め
の
日
（
七
月
十
五
日
・
福
島
家
邸
宅
）
に
は
決
っ
た
一
巡
の
座

に
着
く
。

二
、
片
山
豊
樹
本
「
為
呼
集
後
口
」
の
特
色

 
先
に
も
述
べ
た
如
く
続
群
書
類
従
本
の
「
為
指
油
」
の
前
集
、
後
集
に
つ
い

て
は
小
原
幹
雄
氏
の
詳
細
な
研
究
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 
「
後
衛
」
は
全
体

的
に
み
て
正
徹
・
耕
雲
・
為
兼
の
三
人
の
歌
を
中
心
に
、
、
し
か
も
そ
れ
は
幾
つ

か
の
集
団
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
も
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歌
の
多
い
の
は
正
徹
の
九
九
首
、
耕
雲
の
六
二
首
、
為
兼
の
歌
は
三
三
首
に
す

ぎ
な
い
。
そ
の
他
、
経
信
二
首
、
後
村
上
院
、
為
邦
、
為
重
、
為
家
、
為
家
、

定
家
、
頼
政
、
道
家
の
各
一
首
、
読
人
不
知
の
一
四
首
、
未
詳
の
五
七
首
と
な

り
、
全
歌
意
（
重
複
を
含
め
て
）
二
七
七
首
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
に
続

類
従
本
と
同
じ
く
為
兼
佐
渡
配
流
の
短
歌
三
一
首
（
但
し
三
↓
首
の
初
句
と
結

句
の
最
後
を
読
む
と
朝
集
の
「
沓
冠
」
の
折
句
の
二
首
が
詠
み
こ
ま
れ
て
三
三

首
の
歌
と
な
る
）
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
「
後
集
」
を

対
象
に
片
山
家
本
と
の
比
較
を
す
る
の
が
目
的
で
、
続
群
書
類
従
本
と
異
な
る

点
を
中
心
に
以
下
考
察
し
て
み
た
い
。

e
回
数
の
こ
と

 
続
類
従
本
に
は
重
出
歌
が
三
首
あ
る
が
片
山
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
三
首
を

示
す
と
次
の
通
り
。
 
（
上
の
番
号
は
続
類
従
本
に
付
け
た
通
し
番
号
。
下
の
括

弧
内
の
番
号
は
重
出
歌
）

 
 
 
春
夜
家
に
歌
合
し
け
る
時

・
勧
か
つ
散
も
梢
も
い
ま
を
盛
に
て
月
も
る
庭
の
は
な
の
下
蔭
（
㈹
と
重
出
）

 
 
（
為
兼
の
歌
）
'

 
 
 
露
・

㈲
い
つ
く
よ
り
置
と
も
し
ら
ぬ
白
詩
の
く
る
れ
は
草
の
う
へ
に
み
ゆ
ら
舞
（
圃

 
と
重
出
）
 
（
為
兼
の
歌
）

 
 
 
夏
夕
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
噛
、

㈱
草
し
け
る
野
守
の
か
か
み
春
日
野
に
半
は
み
か
け
る
夕
月
の
か
け
（
画
と
重

 
出
）
 
（
正
徹
の
歌
）

 
以
上
三
首
の
歌
は
片
山
本
に
は
な
い
の
で
歌
の
実
数
は
二
七
四
首
と
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ド

ロ
出
典
歌
集
を
銘
記
し
て
い
る
歌
「
（
上
の
括
弧
内
の
番
号
は
片
山
本
の
通
し
番

為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
成
過
程

 
号
。
初
句
の
み
を
記
す
）
す
べ
て
為
兼
の
歌
の
み
で
、
＝
二
首
で
あ
る
。

圃
か
つ
散
も
…
藤
葉
和
歌
集
。
岡
春
雨
は
…
柳
風
集
。
㈲
い
つ
く
よ
り
…
柳
風

・
玉
葉
秋
。
㈹
す
み
の
ほ
る
…
新
後
部
。
㈱
時
鳥
…
風
雅
集
。
㈲
月
の
こ
る
…

玉
葉
。
㈲
夢
路
ま
て
…
新
拾
遺
。
㈲
見
た
ゆ
る
…
風
雅
集
。
吻
閨
の
う
へ
は
…

玉
葉
集
。
㈲
し
る
へ
す
る
…
風
雅
集
。
㈹
鶯
の
…
新
後
塵
。
働
末
な
び
く
…
藤

葉
和
歌
集
・
仙
洞
五
十
番
歌
合
。
⑯
ふ
か
く
な
る
…
藤
葉
和
歌
集
。
以
上
。

日
豊
樹
が
か
な
づ
か
い
、
校
異
な
ど
に
つ
き
朱
筆
を
以
て
訂
正
し
た
個
所
の
あ

 
る
歌
。
 
（
初
句
と
訂
正
個
所
と
作
者
名
と
を
し
る
す
）

 
 
 
 
 
 
 
隠

03

艪
ﾐ
き
し
…
な
を
い
は
ふ
ら
む
（
作
者
不
詳
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
隊
は

㈱
妻
こ
ふ
る
声
も
し
ら
れ
ず
さ
え
し
の
の
（
作
者
不
詳
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
晦

⑯
こ
ぬ
人
の
…
我
や
は
ゆ
か
む
'

 
 
 
 
 
 
 
え
カ

㈲
七
夕
の
…
猶
た
だ
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
 
賂

㈲
朝
霜
は
…
こ
こ
ら
を
け
と
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
に

㈱
氷
室
山
…
高
津
の
宮
の

 
 
 
 
 
 
瞳

㈲
山
か
け
や
…
お
鹿
妻
と
ふ

 
 
 
 
 
 
 
瞳

國
片
岡
の
…
夕
立
を
く
る

 
く
だ
ち

團
ふ
け
て
行
…
（
為
兼
）

 
 
 
 
 
 
 
障

㈹
憂
也
に
は
…
な
を
有
明
の

（
耕
雲
）

（
耕
雲
）

（
経
信
）

（
正
徹
）

（
為
兼
）

（
耕
雲
）

 
に

團
白
妙
の
…
（
読
人
不
知
）

（
耕
雲
）
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た
え
．
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
え
カ

①り

ｺ
や
ら
ぬ
…
（
耕
雲
）
 
 
鱒
た
N
く
に
…
（
耕
雲
）

 
お
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え

圃
を
の
れ
の
み
…
か
よ
ひ
も
た
へ
す
（
耕
雲
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
 
 
 
 
 
へ

㈲
槙
の
や
に
…
あ
ら
れ
の
音
も
と
た
へ
つ
る
風
の
行
衛
に
（
定
家
）

賂
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
耕
雲
）

岡
を
の
つ
か
ら
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
え

囲
と
し
も
へ
ぬ
…
露
や
み
へ
ま
し

 
 
 
 
 
 
 
 
ほ

㈱
咲
花
の
…
た
㌧
な
翻
さ
り
の

 
 
 
 
 
 
 
ト

圃
音
に
そ
鳴
…
行
衛
を
や
し
る

（
正
徹
）

（
正
徹
）

（
正
徹
）

 
以
上
朱
筆
の
内
容
を
類
別
す
る
と
㈲
最
も
多
い
の
が
仮
名
追
の
訂
正
一
四

例
。
働
語
彙
の
校
異
が
四
例
。
◎
助
詞
の
訂
正
二
例
。
㈲
係
結
び
の
訂
正
一
例

な
ど
二
一
個
所
で
、
豊
樹
が
訂
正
に
あ
た
っ
て
最
も
注
意
を
払
っ
た
の
は
仮
名

遣
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四
朱
点
の
記
入

 
そ
の
他
、
豊
樹
は
為
兼
集
を
読
む
に
あ
た
り
確
認
の
意
味
も
あ
っ
た
の
か
、

校
異
、
訂
正
の
朱
筆
書
き
入
れ
の
ほ
か
に
も
歌
の
首
部
に
朱
点
を
施
し
て
い

る
。
そ
の
歌
数
は
六
〇
首
ほ
ど
で
あ
り
、
最
も
朱
点
の
多
い
の
は
耕
雲
の
一
＝

首
。
つ
い
で
為
兼
一
四
首
、
正
徹
の
九
首
。
経
信
、
為
家
、
道
家
各
一
首
ず
つ
。

他
は
読
人
不
知
、
不
詳
な
ど
。
こ
の
中
に
は
初
句
の
右
側
に
朱
点
を
施
し
て
い

る
歌
五
首
あ
り
、
こ
れ
は
す
べ
て
正
徹
の
歌
で
あ
る
。
次
に
例
示
し
て
お
く
。

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

間
い
と
へ
風
千
種
な
か
ら
も
夕
露
の
紐
と
き
わ
た
す
花
の
い
ろ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
草
花
盛
）

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

綱
花
や
さ
く
袖
こ
そ
匂
へ
月
の
中
の
か
つ
ら
を
い
つ
る
秋
の
さ
よ
風

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
門
前
風
）

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

㈱
忘
れ
す
よ
風
に
音
す
る
下
荻
の
ほ
の
か
に
い
ひ
し
名
残
な
ら
ね
ば
（
聞
恋
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
カ

 
も
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

㈱
わ
た
ら
し
よ
朽
め
絶
せ
し
橋
板
を
降
つ
～
雪
も
深
き
山
河
（
橋
雪
）

 
．
、
、
、
、
 
 
 
'
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
（
朱
点
）

圃
音
に
そ
鳴
空
に
よ
わ
た
る
友
千
鳥
あ
と
な
き
行
衛
を
や
し
る
（
夜
千
鳥
）

 
以
上
の
五
首
の
初
句
に
朱
点
を
施
し
た
意
味
は
、
す
べ
て
初
句
切
れ
で
あ

り
、
豊
樹
は
格
調
の
上
か
ら
初
句
切
れ
に
注
意
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
豊
樹
は
為
兼
集
を
丹
念
に
読
も
う
と
し
た
配
慮

か
が
う
が
え
る
。
な
お
、
先
の
日
と
関
連
す
る
朱
書
き
の
仮
名
遣
の
訂
正
も
鱒

に
は
施
し
て
い
る
。
以
上
の
事
か
ら
片
山
豊
樹
は
地
方
に
在
住
し
な
が
ら
北
豊

の
歌
人
と
し
て
令
名
を
と
ど
ろ
か
し
、
多
く
の
詠
草
も
残
さ
れ
た
と
思
う
が
、

散
逸
し
た
の
も
多
い
。
し
か
レ
、
片
山
家
に
は
豊
樹
大
人
の
色
紙
、
短
冊
な
ど

が
現
在
も
同
家
の
襖
、
「
衝
立
に
は
貼
ら
れ
そ
の
遺
品
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
う
し
た
中
に
豊
樹
署
名
の
刊
本
を
持
つ
「
為
兼
集
」
の
残
存
し
て
い
る
こ
と

は
、
豊
樹
大
人
が
京
極
為
兼
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
一
人
と
し
て
そ
の
位
置

を
高
く
私
は
評
価
し
た
い
と
思
う
。

二
、
為
兼
歌
風
の
生
成
と
展
開

 
為
兼
は
鎌
倉
後
期
の
動
乱
の
中
に
生
き
、
皇
統
と
し
て
は
持
明
院
統
に
属

し
、
京
極
派
の
統
帥
者
と
し
て
そ
の
政
治
的
辣
腕
を
奮
っ
た
有
力
な
官
僚
貴
族

で
あ
っ
た
。
歌
人
と
し
て
は
大
覚
寺
統
の
二
条
派
ど
対
立
し
、
伝
統
的
歌
風
を

否
定
し
、
み
ず
か
ら
の
手
に
よ
っ
て
革
新
の
燦
火
を
あ
げ
、
遂
に
伏
見
院
の
院

 
 
 
 
ね

宣
に
よ
り
応
長
元
年
（
一
三
＝
）
五
十
八
才
の
時
、
た
だ
一
人
の
撰
者
為
兼

が
決
定
さ
れ
、
翌
正
和
元
年
に
奏
覧
さ
れ
た
が
「
花
園
天
皇
寅
詑
」
に
よ
る
と

（98）



翌
二
年
、
な
お
補
正
さ
れ
て
終
功
、
こ
こ
に
勅
撰
集
中
に
捨
て
も
稀
な
画
期
的

清
新
さ
を
誇
る
「
玉
葉
集
」
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
惹
。
そ
の
歌
風
は
「
風
雅

集
」
に
展
開
し
て
ゆ
く
。

 
さ
て
、
私
は
京
極
風
を
樹
立
し
た
為
兼
の
歌
、
歌
論
に
つ
い
て
も
長
く
関
心

を
持
つ
で
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
え
る
前
に
彼
の
七
十
九
年
の
政
治
家

 
 
 
 
 
 
 
（
注
・
三
）

の
生
涯
を
通
じ
て
そ
の
入
間
像
の
軌
跡
を
中
心
に
考
え
た
ζ
と
も
あ
る
。
そ
こ

で
は
彼
の
生
涯
を
ω
青
少
年
期
ω
壮
年
期
㈲
老
年
期
の
三
期
に
分
け
て
考
え

た
。
こ
の
た
び
も
こ
の
区
分
を
ふ
ま
え
て
彼
の
歌
が
ど
の
よ
う
に
生
成
展
開
し

て
い
っ
た
か
と
い
う
課
題
に
つ
き
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

 
 
 
 
D
青
少
年
期

 
 
 
 
く

 
為
兼
の
出
生
は
八
十
九
代
後
深
草
天
皇
（
持
明
院
統
）
．
の
建
長
六
年
（
＝
一

五
四
）
で
、
そ
の
十
代
は
亀
山
天
皇
（
大
覚
寺
統
）
、
二
十
代
も
大
覚
寺
統
の

後
宇
多
天
皇
で
あ
っ
た
。
今
は
順
序
と
し
て
次
に
彼
の
官
歴
と
年
齢
を
中
心
に

和
歌
、
そ
の
他
の
主
要
関
係
事
項
の
一
覧
表
を
示
す
。

天
皇（院明持）草深後

・山 亀
（寺覚大）

後宇

r， '覚大）多

年
 
号

西
暦
講
一
官

歴

、
和

歌

事

項

一
一
伏
見
院

一

主
要
関
係
者
年
'
齢

建
長
六
一
三
五
匹
1

一
暴
動
和
歌
集
こ
の
頃
成
る
（
藤
原
基
家
）

｝

奮
門
阻
為
世

八
 
＝
一
五
六

3
「
叙
爵
（
正
・
七
）

一
為
家
出
衆
（
二
・
二
八
）

正
嘉
三
三
五
八

5

従
五
位
上
（
二
・
二
七
）

三
三
五
九
一
6
百
従
（
手
五
）

  H

r
i

79

文
永
 
二

三
六
互
十

四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド

厩
吏
「
和
歌
集
奏
覧
（
為
家
ほ
か
）
 
 
（
一
二
。
二
⊥
ハ
）

1

16 10

建
治
 
元二

弘
安
 
元

三
六
七
π

三
七
五
一
飽

正
五
位
下
（
正
・
五
）

3

18

簾
環
書
証
鉄
肥
）
冨
家

没
（
五
二
）
 
7
8
才

11

5

26

＝
一
七
六
 
 
2
3

仙
洞

（
亀
山
殿
）
五
首
歌
会
（
九
二
三
夜
∠

12

一
二
七
．
八

2
5
、

右兼正

中立
将介下

   
四二正

一八六
 ））
）

'一

O
安
百
首
に
為
兼
出
詠

続
拾
遺
和
歌
集
奏
覧
（
同
氏
）

［
性
助
法
親
王
家
五
十
首
歌

（
一
二
・
二
七
）

14

6

27

8

'
2
9

三
三
七
九
％

阿
溶
々
へ
贈
歌
一
首
（
十
六
夜
日
記
所
載
Y

15

9

30

三

＝
一
八
○

27

可
裏
書
吾
歌
会
（
八
・
＋
五
夜
）

16

10

3正

為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
成
過
程

（99）



 
以
上
の
よ
う
な
閲
歴
に
な
る
が
、
こ
の
期
は
官
人
と
し
て
も
歌
人
と
し
て
も

い
ず
れ
も
基
礎
時
代
で
あ
っ
た
。
花
園
天
皇
哀
記
（
元
弘
二
年
三
月
廿
四
日
の
、

条
）
を
見
る
と
「
彼
困
者
、
右
兵
衛
督
聖
教
卿
息
也
、
自
幼
手
写
近
祖
父
為
家

卿
、
和
歌
口
伝
等
悉
受
之
上
、
天
性
得
風
骨
、
三
三
之
堪
能
也
」
と
あ
り
、
幼

時
か
ら
祖
父
為
家
の
和
歌
口
伝
を
受
け
、
天
性
の
風
骨
を
得
て
い
る
と
賞
揚
し

て
い
る
。
ま
た
歌
の
指
導
の
時
機
に
つ
い
て
は
、
延
慶
両
卿
訴
陳
状
に
「
悪
日

彼
卿
（
為
兼
）
自
称
一
八
、
自
画
文
永
七
年
一
至
二
建
治
一
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
十
七
才
か
ら
廿
二
才
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
の
歌
は
、
建
治
二

年
九
月
十
三
夜
の
仙
洞
（
亀
山
殿
）
五
首
歌
会
の
次
の
二
首
。

ω
澄
み
昇
る
且
の
あ
た
り
は
空
晴
れ
て
山
の
端
遠
く
残
る
浮
雲
（
新
潮
撰
集
秋

 
上
・
為
兼
後
集
・
片
山
本
3
7
）

ω
は
か
な
く
そ
あ
り
し
別
の
暁
も
こ
れ
を
か
ぎ
り
と
思
は
ざ
り
け
る
（
新
千
載

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
集
恋
五
・
為
兼
前
集
鵬
）
 
（
ω
の
詞
書
に
建
武
と
あ
る
の
は
建
治
の
誤
り
）

 
勅
撰
集
入
撰
で
は
最
も
初
期
の
二
首
。
ω
は
清
澄
な
格
調
、
ω
の
哀
感
蝕
二

条
派
と
は
異
っ
た
視
点
か
ら
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。
二
集
ど
も
二
条
派
撰
者
の

勅
撰
集
で
為
兼
は
冷
遇
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
京
極
風
は

成
長
し
て
ゆ
く
。
廿
三
才
の
時
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
廿
五
才
を
迎
え
た
弘
安
元

年
（
一
二
七
八
）
は
為
兼
に
と
っ
て
は
歌
壇
進
出
の
好
機
に
め
ぐ
り
逢
っ
た
記
念

す
べ
き
年
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
亀
山
院
が
勅
撰
集
下
命
の
企
画
に
あ
た
り
、
・

当
時
の
有
力
歌
人
た
ち
の
歌
百
首
を
召
し
、
そ
の
中
の
一
人
に
為
兼
も
出
詠
の

好
機
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
弘
安
百
首
」
は
続
拾
遺
集
（
馬
身

撰
）
撰
進
の
有
力
資
料
に
な
っ
た
。
'
現
在
は
本
百
首
の
完
本
は
な
い
が
、
続
拾

遺
集
に
・
「
百
首
の
歌
奉
り
し
時
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
弘
安
百
首
の
こ
と
で
あ

る
。
 
 
 
'
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
こ
の
百
首
出
詠
の
歌
は
勅
撰
集
に
十
五
首
入
脱
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
歌
を

少
し
あ
げ
て
み
よ
う
。

ω
つ
か
へ
こ
し
ょ
よ
の
流
れ
を
思
ふ
に
も
我
身
に
た
の
む
関
の
藤
河
（
続
拾
遺

 
出
果
巻
十
山
ハ
r
…
雑
上
）

ω
山
桜
は
や
咲
き
に
け
り
葛
城
や
か
す
み
を
か
け
て
匂
ふ
は
．
る
か
ぜ
（
新
後
期

 
集
巻
一
・
春
上
）

㈲
い
か
様
に
身
を
尽
し
て
か
難
波
江
に
深
き
思
の
し
る
し
み
す
べ
き
（
同
巻
十

 
一
・
恋
一
）

ω
立
ち
帰
り
又
ぎ
さ
ら
ぎ
の
空
さ
え
て
天
ざ
る
雪
に
か
す
む
山
の
端
（
新
拾
遺

・
集
巻
一
・
春
上
）

㈲
荒
れ
果
て
し
志
賀
の
故
郷
来
て
見
れ
ば
春
こ
そ
花
の
都
な
り
け
れ
（
同
巻
二

 
・
春
下
）

㈲
こ
の
里
は
し
ぐ
れ
て
寒
き
冬
の
夜
の
明
く
る
高
嶺
に
降
れ
る
白
雪
（
新
後
拾

 
遺
錐
小
巻
六
・
久
・
）

ω
悔
レ
く
そ
た
だ
時
の
間
勿
う
た
た
ね
に
ま
だ
見
ぬ
夢
を
結
び
初
め
け
る
（
新

 
続
古
今
単
巻
十
四
・
恋
三
）

 
以
上
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
ω
は
定
家
の
「
藤
川
百
事
」
 
（
成
立
に

つ
い
て
は
嘉
禎
三
年
置
一
二
一
二
七
）
か
ら
四
年
冬
（
七
六
才
-
七
七
才
）
と
承

久
三
年
（
＝
一
二
一
馳
）
説
（
六
〇
才
）
の
両
説
あ
り
）
の
冒
頭
歌
「
た
の
み
こ

し
関
の
藤
川
春
き
て
も
ふ
か
き
霞
に
し
た
む
せ
び
つ
つ
」
に
よ
っ
て
作
っ
た
歌

で
、
定
家
へ
の
傾
倒
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
為
氏
、
為
世
を
越
え
て
定
家

へ
の
復
帰
が
為
兼
の
念
願
で
あ
り
、
二
条
派
と
の
軋
蝶
を
踏
み
越
え
て
京
極
派

樹
立
の
情
念
は
す
で
に
こ
の
初
期
に
お
い
て
発
芽
し
て
い
た
。
弘
安
元
年
に
は

「
性
助
法
親
王
家
五
十
首
歌
」
が
催
さ
れ
こ
れ
に
も
出
席
。
次
の
よ
う
な
歌
が

（ 100 ）



新
千
載
集
（
二
条
為
定
撰
）
に
入
冒
し
て
い
る
。

ω
風
渡
る
岸
の
柳
の
か
た
糸
に
結
び
も
と
め
ぬ
春
の
あ
さ
つ
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
一
・
前
上
）

ω
夜
も
す
が
ら
置
き
そ
ふ
霜
の
消
え
が
て
に
氷
り
重
ぬ
る
庭
の
冬
草

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
山
ハ
・
久
・
）

㈹
う
か
り
け
る
さ
の
の
中
河
さ
の
み
な
ど
逢
ふ
瀬
絶
て
も
立
渡
る
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
十
五
・
恋
五
）
・

 
新
千
載
集
は
、
二
条
派
主
流
で
当
代
の
為
世
の
四
十
二
首
に
比
す
と
為
兼
の

十
六
首
入
集
は
余
り
に
も
少
な
い
が
、
漸
次
為
兼
の
歌
も
歌
壇
に
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
三
首
に
し
て
も
二
条
派
と
異
な
っ
た
独
自
の

目
が
あ
る
。

 
さ
て
、
前
述
の
弘
安
百
首
に
は
、
為
家
の
側
室
訪
仏
尼
（
安
嘉
門
院
四
条
）

も
為
兼
と
同
座
し
た
女
流
で
冷
泉
三
相
・
為
守
の
母
。
為
家
の
没
後
嫡
妻
腹
の

長
男
為
氏
と
の
間
に
播
磨
国
細
川
庄
の
相
続
争
い
が
止
り
、
翌
弘
安
二
年
十
丹

十
六
日
都
を
出
発
し
鎌
倉
に
訴
訟
の
た
め
下
向
。
そ
の
紀
行
文
が
「
十
六
懐
日

記
」
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
為
兼
は

 
ふ
る
さ
と
は
し
で
れ
に
た
ち
し
旅
衣
雪
に
や
い
と
ど
さ
え
ま
さ
る
ら
ん

 
と
い
う
一
首
を
贈
っ
た
。
阿
僧
尼
も
「
か
へ
し
」
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
京

極
と
冷
泉
は
親
し
い
仲
に
あ
っ
た
。
二
十
才
代
最
後
の
歌
は
弘
安
三
年
（
廿
七

才
）
の
内
裏
月
五
首
歌
会
に
出
詠
し
た
も
の
で
、
こ
の
一
首
も
新
千
載
集
巻
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／

十
（
慶
賀
歌
）
に
採
用
さ
れ
た
。
「
め
ぐ
り
逢
ば
む
千
年
の
秋
の
行
く
末
を
月

に
ぞ
ち
ぎ
る
雲
の
上
人
「
こ
の
歌
は
題
材
の
故
か
温
雅
な
伝
統
的
詠
み
ぶ
り
で

あ
る
。
以
上
為
兼
の
青
少
年
に
お
け
る
作
歌
経
緯
を
あ
と
づ
け
て
来
た
。
弘
安

三
年
は
対
立
者
為
世
は
珊
一
才
ρ
こ
の
二
人
の
相
克
は
漸
次
深
刻
に
な
っ
て
ゆ

く
。
伏
見
院
は
ま
だ
十
六
才
を
迎
え
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
ω
壮
 
年
 
期

 
壮
年
期
は
為
兼
三
十
才
代
か
ら
五
十
才
代
ま
で
を
設
定
し
た
。
為
兼
の
歌
人

と
し
て
は
最
も
充
実
し
た
得
意
時
代
と
一
方
に
お
い
て
は
佐
渡
配
流
と
い
う
政

治
的
失
意
時
代
と
が
交
替
す
る
運
命
に
遭
過
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
持
明
院
統
の
伏
見
天
皇
の
即
位
と
西
園
寺
贈
爵
（
太
政
大
臣
）
と
の
外
点
関

係
。
実
兼
と
為
兼
と
の
従
僕
関
係
と
い
う
三
者
の
結
び
つ
き
に
対
し
て
為
兼
と

二
条
家
と
の
歌
壇
的
軋
礫
抗
争
と
い
う
一
面
が
あ
り
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
・

・
い
た
。
し
か
し
為
兼
が
壮
年
期
に
入
り
、
珊
四
才
の
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）

に
持
明
院
統
伏
見
天
皇
が
廿
三
才
で
即
位
さ
れ
た
こ
と
は
久
し
く
待
っ
て
い
た

こ
と
で
も
あ
り
、
一
陽
来
復
の
好
機
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
京
極
派
為
兼
の
歌
人

と
し
て
の
台
頭
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
官
人
と
し
て
の
栄
進
に
も
つ
な
が
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
歌
に
つ
い
て
は
為
兼
は
弘
安
三
年
七
月
伏
見
天
皇
の
東
宮
時
代

か
ら
出
仕
し
、
歌
の
指
導
に
当
っ
て
い
た
と
い
う
深
い
師
弟
の
関
係
に
あ
り
、

こ
の
関
係
は
、
京
極
派
グ
ル
ー
プ
形
成
の
温
床
の
場
に
な
っ
て
こ
の
径
に
葺
き
．

な
影
響
を
与
え
t
。
伏
見
天
皇
を
申
心
に
実
兼
、
為
兼
と
の
政
治
的
関
係
、
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
・
三
）

た
為
兼
自
身
の
人
間
像
に
つ
い
て
は
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で

は
く
り
返
さ
な
い
。
・
ω
と
同
じ
よ
う
に
為
兼
の
官
歴
と
和
歌
、
そ
の
他
の
主
要

関
係
事
項
の
一
覧
表
を
示
す
。

為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
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過
程

■

（ 101 ）



天
童
年
号
西
暦
互
齢
 
官
 
 
 
歴

和
 
 
歌
 
 
事
 
 
項

 
 
I
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I
主
要
関
係
者
年
齢

弘
安
・
六
＝
二
八
三

30

内
裏
月
五
首
歌
会
・
（
八
・
十
五
夜
）

伏
見
院
颪
騰

為
世

西
園
寺
実
兼

後
下
義
多
襯

 
 
 
七
一

三
八
旦

王

亀
山
殿
三
首
歌
合
（
九
ピ
九
）

20

14

35

36

八

 
 
 
 
「
＝
一
八
五
 
 
3
2
 
 
 
 
 
 
 
㎜

四
月
歌
合
（
実
兼
・
為
兼
ほ
か
）
内
裏
三
十
首
噛
歌
会
（
八
・
十
五
夜
）

21

15

36

37

十

＝
一
八
七
．

3
4
 
 
一

一

伏
見
天
皇
践
柞
為
兼
卿
和
歌
抄
こ
の
頃
成
る
か
西
園
寺
第
三
歌
会
（
十
二
・
廿
査
）

23

17

3
8
」

39

正
応
並
三
八
八
房
蔵
人
頭
（
七
・
±
）
 
一
等
門
院
中
笹
な
る
（
八
・
廿
）
 
房
 
旦
2
船

二

一
二
八
九
 
 
3
6

一
 
i
 
E
 
 
 
 
-
 
1

鯵
讃
＝
卿
甚
だ
）
 
癩
雛
A
難
一
唄
酷
呼
）
 
 
「
％

40

．
一
二
九
〇

兼
讃
岐
権
守
（
正
・
十
三
）
兼
右
兵
衛
督
（
六
・
八
）
正
三
位
（
十
二
・
八
）

一
 
2
6

20

4
1
一
一
4

伏
見
勘
明
院
統

 
 
3
7
卜
房
 
 
1
 
 
3
9

四［

O
九
一
 
一
惰
納
言
（
七
・
見
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

21

玉

五

 
 
1
 
．
＝
一
九
二

．
帯
劔
（
六
・
＋
四
）
従
二
位
（
七
・
廿
八
）

，
三
島
社
十
首
歌
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8
内
裏
当
座
歌
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2

 
 
「
エ
腸
卯

永
仁
元

 
 
 
 
 
 
 
」
三
九
三
 
望
 
 
『
 
 
 
 
 
 
 
一

馨
鵜
三
三
に
＋
首
奉
る
（
八
・
十
五
夜
）
 
四
”
磁

暫

45

1
，

三
三
九
四
可
正
二
位
（
正
ニ
ハ
）

冨
裏
諸
三
三
参
列
、
 
 
 
 
蜀
 
竺
至
妬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
．
 
1
三
三
九
互
呈
 
 
 
 
 
 
冨
守
鏡
（
九
月
）
 
 
 
 
 
男

一互
妬
 
卯

曽
 
 
四
 
一
二
九
六
 
 
 
 
 
．
 
1
 
-
 
1

43

」 6
 
 
 
 
 
7
n
∠
 
 
 
 
4
ム
．

48

1
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｛見伏後
（二院回持）

五

＝
一
九
七

六
 
一
二
九
八

444
5
．

為
兼
六
波
羅
に
断
わ
る
（
正
・
七
）

［
佐
渡
配
流
三
．
＋
六
）

齋
明
院
殿
当
座
歌
合
（
嚢
判
）

花
園
天
皇
生
る

鹿
百
首
、
為
兼
佐
渡
に
於
て
詠
む

条二品（統寺二大）園 花（持明院統）

正
安
並
三
九
空

 霧

完8
SL．1

乾

一兀

一
三
〇
三

至 
 
閏
四
月
佐
渡
よ
り
帰
洛

延
慶
 
三
 
＝
一
二
〇

50

更
十
三
（
六
・
甚
）

｝

57

権
大
納
言

 
十

総
論
）

仙
洞
五
十
番
歌
合
（
四
・
廿
九
）

同
三
十
番
歌
合
（
五
・
四
）
に
判
を
な
す

為
兼
三
家
歌
合
、
金
玉
歌
合
は
こ
の
頃
か

新
高
撰
集
奏
覧
（
為
世
）
 
（
十
二
・
十
九
）

（
為
世
・
為
兼
）

 
 
（
一
月
i
七
月
ま
で
）

・ 一

延
慶
再
卿
訴
陳
状

応
長
元
-

正
和
一
五

；
＝

58

一
三
一
二
 
 
5
9
，

一
権
大
納
を
辞
す
（
十
二
・
廿
一
）

一

、
大
納
言
（
八
・
息
子
）

蚕
糸
に
玉
垂
馨
下
命
（
十
・
三
）

玉
歩
馨
三
音
八
）

481
@ 1 47146

@ -

Si  40

39 135   一   L    ．    

  34 33

@ よ

42
@ 1

33 28 27

  一 一 一  ｝

U2

U3
ｵ

一  一 一 『 一

@61
一…

V       54

   一

Q9

T0

u  皿

49

   一

S863

U4 62 y 5∵
51P50 49

 
こ
の
表
で
明
ら
か
の
よ
う
に
伏
見
天
皇
の
も
と
に
あ
っ
て
は
そ
の
信
任
は
厚

ぐ
、
昇
進
も
極
め
て
早
か
っ
た
。
為
兼
の
壮
年
期
に
お
げ
る
最
も
大
き
な
仕
事

は
、
歌
論
書
「
為
兼
卿
和
歌
抄
」
執
筆
と
、
「
玉
葉
集
」
撰
進
の
二
つ
に
集
約
出

来
る
。
為
兼
は
廿
六
才
で
父
為
教
を
失
っ
た
。
為
教
は
兄
為
氏
と
は
不
和
で
、

以
来
為
兼
は
二
条
家
嫡
流
に
対
し
て
は
宿
命
的
に
熾
烈
な
敵
憶
心
を
抱
き
、
為

氏
、
為
世
の
穏
健
な
伝
統
的
歌
風
を
否
定
し
、
和
歌
を
革
新
に
導
く
必
要
を
痛

感
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
た
だ
感
情
的
に
の
み
走
っ
て
も
詮
な
い
こ
と

で
、
具
体
的
な
作
歌
の
上
で
、
ま
た
新
し
い
歌
論
確
立
が
心
要
で
あ
っ
た
。

「
為
兼
卿
和
歌
抄
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
 
「
野
守
鏡
」
の
成

立
し
た
永
仁
三
年
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
為
兼
の
壮
年
期
に

入
っ
た
弘
安
十
年
、
光
四
才
頃
噛
つ
ま
り
伏
見
天
皇
即
位
の
頃
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
、
諸
神
諸
仏
の
こ
ど
か
ら
起
筆
し
、
歌
の
歴
史
に
も
及
ん
で
い
る
が
、

歌
の
本
質
論
と
し
て
の
心
と
詞
と
の
問
題
が
そ
の
中
心
を
な
す
。
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
×
そ
の

 
「
花
に
て
も
月
に
て
も
夜
の
あ
け
、
日
の
く
る
る
け
し
き
に
て
も
、
う
事
に

 
の
「
の
」
が
落
ち
て
「
そ
」
が
「
う
」
に
誤
っ
た
か
）

 
向
き
て
は
そ
の
事
に
な
り
か
へ
り
、
そ
の
ま
こ
と
を
あ
ら
は
し
、
其
あ
り
さ

 
ま
を
思
ひ
と
め
、
そ
れ
に
向
き
て
わ
が
心
の
は
た
ら
く
や
う
を
も
、
心
に
深

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）
 
（
ま
か
す
る
の
「
か
」
の
脱
か
）

 
く
あ
づ
け
て
、
心
に
詞
を
ま
す
る
に
、
有
レ
興
お
も
し
ろ
き
事
、
色
を
の
み

 
添
ふ
る
は
、
心
を
「
や
る
ば
か
り
な
る
は
、
人
の
い
ろ
ひ
、
・
あ
な
が
ち
に
憎
む

為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
成
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べ
き
に
も
あ
ら
ぬ
事
也
。
こ
と
葉
に
て
心
を
よ
ま
む
と
す
る
と
へ
心
の
ま
ま

 
に
詞
の
匂
ひ
ゆ
く
と
は
、
か
は
れ
る
所
あ
る
に
こ
そ
」
 
（
書
陵
部
本
）

 
こ
の
所
説
は
為
兼
歌
論
の
基
底
を
な
す
も
の
で
、
単
な
る
写
実
主
義
と
い
う

よ
り
も
さ
ら
に
対
象
に
深
く
踏
み
込
ん
だ
象
徴
主
義
の
樹
立
で
あ
っ
た
。
「
こ

と
葉
に
て
心
を
よ
ま
む
と
す
る
」
と
い
う
形
式
的
言
語
表
現
の
世
界
と
、
 
「
心

の
ま
ま
に
詞
の
匂
ひ
ゆ
く
」
と
い
う
内
容
的
感
動
主
義
の
世
界
と
は
全
く
次
元

を
異
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
区
別
し
た
。
こ
こ
に
為
兼
歌
論
の
特
色
を

見
出
だ
す
。
こ
の
所
論
は
二
条
家
派
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
新
し
い
作
歌
の
根

源
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
壮
年
期
は
為
兼
に
と
っ
て
は
京
極
派
革
進

歌
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
た
出
発
点
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
を
実

作
の
上
か
ら
見
る
と
伏
見
院
を
始
め
為
兼
ら
帳
極
派
グ
ル
ー
プ
の
歌
は
歌
壇
的

に
は
ま
だ
十
分
評
価
さ
れ
る
時
期
に
は
き
て
い
な
か
っ
た
。
永
仁
三
年
九
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
・
四
）

立
の
「
野
守
鏡
」
の
著
者
（
少
納
言
平
輔
兼
入
道
く
横
川
の
真
縁
上
人
V
推

定
）
に
よ
り
京
極
派
の
歌
風
を
否
定
さ
れ
た
の
も
こ
の
間
の
消
息
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
歌
の
問
題
で
あ
る
が
、
、
伏
見
天
皇
の
長
期
政
権
を
ね
ら

う
為
兼
と
関
東
申
次
の
位
置
に
あ
っ
た
西
園
寺
実
兼
ど
の
離
反
と
い
う
政
治
問

題
が
お
ご
り
、
京
極
派
の
理
解
者
で
も
あ
っ
た
実
兼
は
幕
府
と
も
親
し
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
あ
り
、
両
統
迭
立
と
い
う
幕
府
の
方
針
の
も
と
に
実
兼

は
大
覚
寺
統
に
近
づ
き
、
為
兼
は
佐
渡
立
派
と
い
う
悲
運
に
遭
う
結
果
と
な
っ

た
。
歌
人
で
も
あ
り
、
政
治
家
で
も
あ
っ
た
為
兼
は
大
き
な
痛
手
を
受
け
、
配

所
の
月
を
眺
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
正
安
三
年
大
覚
寺
統
の
後
二
条
劇

痛
が
即
位
。
こ
の
年
、
為
世
に
豊
後
撰
集
の
院
宣
が
下
っ
元
。

 
佐
渡
の
配
所
に
於
て
は
、
ω
百
首
（
類
従
本
9
8
首
）
と
ω
遠
所
三
十
三
首
と

㈲
名
号
歌
升
八
首
（
三
部
の
構
成
を
待
つ
）
を
詠
ん
で
い
る
。
（
家
集
く
前
集
V

に
所
蔵
）
ω
は
伏
見
天
皇
の
仰
に
よ
り
永
仁
六
年
佐
渡
に
お
い
て
詠
み
、
「
夢

告
」
に
よ
り
乾
元
二
年
十
月
六
日
に
春
日
社
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
（
為

兼
卿
記
乾
元
二
年
十
月
六
日
の
条
に
よ
る
）

・
す
み
な
れ
し
雲
井
を
こ
ふ
る
月
の
夜
に
哀
れ
を
そ
へ
て
鹿
も
鳴
く
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
懐
旧
）

・
雲
の
う
へ
に
通
ふ
と
み
つ
る
夢
だ
に
も
鹿
の
鳴
く
音
に
又
た
え
に
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
夢
）

・
鹿
の
な
く
声
の
う
ち
に
も
常
な
ら
ぬ
世
の
こ
と
わ
り
は
離
れ
ざ
り
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
無
常
）

・
あ
や
ま
ら
ぬ
身
を
や
は
す
て
む
こ
と
わ
り
を
哀
れ
定
め
し
春
日
野
の
鹿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
述
懐
）

・
み
か
さ
山
君
の
さ
か
え
を
松
風
に
鹿
も
千
と
せ
の
声
か
よ
ふ
な
り
 
 
（
祝
）

 
佐
渡
配
所
の
孤
独
の
中
に
あ
っ
て
よ
く
も
鹿
の
み
の
素
材
で
春
夏
秋
冬
恋
雑

．
を
通
し
て
百
首
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
歌
は
最
後
の
五
首
で
あ
る
が

為
兼
の
心
境
を
最
も
よ
く
伝
え
た
も
の
で
末
尾
に
伏
見
天
皇
の
御
代
を
景
慕
し

た
一
首
を
以
て
終
っ
た
の
も
ゆ
か
り
の
春
日
神
社
法
楽
歌
と
し
で
ふ
さ
わ
し
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

百
首
で
あ
っ
た
。
㈲
は
、
第
一
正
目
「
あ
ら
玉
の
春
の
こ
え
ぬ
と
あ
ふ
坂
の
関

 
 
あ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o

さ
へ
か
け
て
か
す
む
木
の
し
た
」
か
ら
始
ま
り
、
第
三
十
一
畳
目
の
「
て
を
折

 
 
 
 
 
つ
つ
み
ん
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
イ
 
 
 
 
 
ら
な
イ
ム

て
か
ぞ
へ
っ
く
ま
ぬ
万
代
を
君
よ
り
外
に
た
れ
か
レ
る
ら
ん
」
 
（
類
従
本
）
に

終
る
が
、
三
十
一
首
の
童
歌
の
第
．
一
句
の
第
一
音
を
横
に
読
む
と
「
あ
ふ
こ
と

を
ま
た
い
っ
か
は
と
ゆ
ふ
だ
す
き
か
け
し
ち
か
ひ
を
か
み
に
ま
か
せ
て
」
の
一

首
に
な
り
、
三
十
一
首
の
第
五
句
の
最
後
の
音
を
横
に
読
む
と
「
た
の
み
こ
し

か
も
の
か
は
み
つ
さ
て
も
か
く
た
え
な
ば
か
み
を
な
ほ
や
か
こ
た
む
」
の
一
首

と
な
り
合
わ
せ
て
三
十
三
首
と
な
る
。
こ
の
二
首
の
所
懐
を
本
歌
と
し
て
「
沓
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冠
」
と
い
う
折
句
の
技
巧
を
用
い
た
複
雑
な
三
十
三
首
の
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
 
（
全
作
品
は
紙
幅
の
関
係
で
省
略
）
文
芸
と
し
て
の
評
価
は
高
く
な
い
と

し
て
も
「
あ
ふ
こ
と
を
」
 
「
た
の
み
こ
し
」
の
二
首
は
都
へ
め
召
還
を
神
に
祈

念
し
た
心
界
を
詠
ん
だ
歌
。
㈲
の
名
号
歌
は
更
に
複
雑
な
技
巧
を
も
つ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
も
は
く
さ
む
め
う

 
そ
の
一
は
、
二
十
首
で
、
為
兼
帰
洛
の
祈
念
の
こ
と
ば
「
南
無
白
山
凝

り
 
ご
む
げ
ん
お
も

利
権
現
思
ふ
こ
と
か
な
へ
給
へ
よ
」
を
「
南
柏
葉
具
佐
」
「
無
羅
宇
利
古
」

「
無
気
無
於
裳
」
「
婦
古
登
加
奈
」
 
「
遍
多
萬
三
三
」
の
各
五
字
に
変
え
、
こ

れ
を
五
行
に
配
し
、
こ
の
字
音
を
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
各
句
の
第
一
音
に
な
る
よ

う
に
詠
み
こ
ん
だ
歌
を
縦
二
首
（
順
と
逆
忙
読
む
）
ず
つ
五
行
十
首
。
横
二

首
（
こ
れ
も
順
と
逆
に
読
む
）
ず
．
つ
五
行
十
首
に
な
る
よ
う
四
角
形
に
こ
れ
を

配
別
し
極
め
て
複
雑
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
二
は
、
「
あ
み
た
ふ
つ
」

を
五
行
に
馬
そ
の
一
と
同
じ
よ
う
に
二
十
五
字
を
配
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
重

句
の
第
］
音
に
な
る
よ
う
に
詠
み
こ
ん
だ
歌
を
縦
横
一
首
ず
つ
五
行
で
十
首
。

さ
ら
に
斜
に
交
叉
す
る
よ
う
に
二
首
を
配
し
て
計
十
二
首
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
そ
の
三
は
、
同
じ
く
名
号
歌
で
次
の
六
首
。
六
首
の
第
一
句
目
を
横
に
よ

む
と
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
」
と
な
る
。

 
む

・
な
き
あ
と
を
な
げ
く
ば
か
ヴ
の
涙
川
流
れ
の
末
は
な
が
き
滝
つ
せ
．

 
む

・
む
つ
ま
じ
く
む
す
ぶ
契
の
む
つ
ご
と
も
む
な
し
き
空
の
紫
の
雲

 
む

・
あ
は
れ
さ
も
跡
に
残
り
て
あ
ぢ
き
な
く
あ
け
ぼ
の
て
ら
す
あ
り
明
の
月
・

 
む

・
み
つ
汐
に
み
の
り
の
舟
の
み
な
れ
樟
み
だ
の
ち
か
ひ
に
み
は
う
か
み
け
り

 
む

・
た
れ
も
み
な
頼
を
か
け
よ
他
念
な
く
他
力
の
信
ぞ
た
だ
佛
な
り

 
む

・
ふ
た
つ
な
く
不
捨
の
誓
願
不
思
議
に
て
深
き
願
ひ
そ
不
退
と
そ
思
ふ

 
こ
う
し
た
心
の
底
か
ら
の
為
兼
の
歌
に
仏
も
納
受
し
て
か
、
や
が
て
帰
洛
の

日
が
お
と
ず
れ
る
の
で
あ
る
。
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
閏
四
月
京
に
召
還
さ

為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
成
過
程

れ
以
前
と
同
じ
'
く
伏
見
院
に
出
仕
し
た
。
時
に
五
十
才
。
こ
こ
に
再
び
京
極
派

に
は
五
年
ぶ
り
の
春
が
め
ぐ
っ
て
来
た
。
院
の
御
所
で
は
同
年
左
四
感
量
九
日

に
仙
洞
五
十
首
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
い
わ
ば
為
兼
帰
京
祝
賀
の
歌
合
で
、
為
兼

の
成
績
は
必
ず
し
も
よ
く
は
な
か
っ
た
が
、
彼
の
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
樹
立
の

決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
衆
議
判
で
は
あ
っ
た
が
、
後
日
為
兼
が
判
詞
を
記

し
て
い
る
。
作
者
は
伏
見
院
を
始
め
二
十
人
。
為
兼
は
右
方
、
伏
見
院
と
番
い

五
首
を
出
詠
。
左
に
示
す
。

・
さ
そ
ひ
来
る
梅
や
桜
の
色
香
に
て
風
な
つ
か
し
き
正
月
き
さ
ら
ざ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
番
・
春
風
）

・
秋
近
き
野
原
の
草
の
夕
か
げ
に
村
雨
降
り
て
風
ぞ
涼
し
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
一
番
・
夏
雨
）

・
末
な
び
く
千
種
の
花
の
色
を
染
む
姿
を
な
す
も
秋
の
白
露

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
廿
一
番
・
秋
露
）

・
峰
の
雪
を
む
ら
く
雲
に
吹
き
ま
ぜ
て
渡
る
嵐
は
か
た
も
さ
だ
め
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
揖
一
番
・
冬
雲
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
き
 
 
 
 
 
イ
の

・
暮
ご
と
に
思
ひ
そ
ま
さ
る
待
ち
し
頃
う
さ
哀
れ
さ
に
か
は
る
い
ま
ま
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
十
一
番
・
恋
夕
）

 
い
ず
れ
も
対
象
を
客
観
的
に
よ
く
見
据
え
て
詠
ん
で
い
る
。
「
末
な
び
く
」

の
歌
は
為
兼
集
の
前
集
・
後
集
に
も
あ
り
、
ま
た
藤
葉
和
歌
集
巻
三
（
秋
歌
）

に
も
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
歌
合
に
は
伏
見
院
を
始
め
永
福
門
院
、
実
感
、
九

条
左
大
臣
女
・
為
子
・
親
子
・
兼
行
そ
の
他
玉
葉
集
の
勝
れ
た
作
者
た
ち
が
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
・
五
）

方
顔
を
そ
ろ
え
、
京
極
派
歌
風
の
確
立
ざ
れ
た
時
機
で
岩
佐
美
代
子
氏
が
こ
の

期
を
京
極
派
の
前
期
の
第
一
次
開
花
期
の
興
隆
期
と
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
こ

と
は
首
肯
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
で
五
月
四
日
に
は
持
明
院
殿
に
お
い
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て
三
十
番
歌
合
が
催
さ
れ
、
伏
見
院
は
も
と
よ
り
後
伏
見
院
ら
京
極
派
が
こ
こ

に
も
結
集
。
為
兼
は
三
首
出
金
。
こ
の
時
の
判
者
は
為
替
。
親
交
あ
る
二
人
が

出
席
し
て
い
る
こ
と
も
反
二
条
派
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
京
極
派
は
為
兼
一
人
．

の
力
で
は
な
く
グ
ル
ー
プ
意
識
の
も
と
に
強
く
結
び
つ
き
、
そ
こ
に
京
極
派
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
始
動
b
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
乾
元
二
年
は
記
念

す
べ
き
年
で
、
金
玉
歌
合
・
為
兼
家
歌
合
も
こ
の
頃
催
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
金
玉
歌
合
は
伏
見
院
（
左
）
と
為
兼
（
右
）
の
結
番
歌
合
で
六
十
番
。
い

わ
ば
君
臣
双
方
の
な
ご
や
か
な
歌
合
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
歌
合
か
ら
為
兼

・
の
歌
は
玉
葉
集
に
十
三
首
、
風
雅
集
に
七
首
入
遷
し
て
い
る
。
そ
の
例
歌
を
少

し
挙
げ
て
お
く
。

ω
露
重
る
小
萩
が
末
は
靡
き
ふ
し
て
吹
き
か
へ
す
風
に
花
ぞ
色
そ
ふ
．

 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
 
（
玉
葉
集
巻
添
・
秋
上
）
 
（
十
七
番
・
右
）

ω
閨
の
う
へ
は
つ
も
れ
る
雪
に
音
も
せ
で
よ
こ
ぎ
る
霰
窓
た
た
く
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
器
質
・
冬
）
 
（
廿
八
番
・
右
）
．

㈲
旅
の
空
雨
の
降
る
日
は
暮
れ
ぬ
か
と
思
ひ
て
後
も
ゆ
く
そ
久
し
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‘
．
 
（
同
三
八
．
旅
）
 
（
五
十
二
番
．
右
）

ω
訪
は
む
し
も
今
は
う
し
や
の
明
方
も
待
た
れ
ず
は
な
き
月
の
夜
す
が
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
三
十
・
恋
）
 
（
升
六
番
・
右
）

㈲
梅
が
香
は
枕
に
み
ち
て
鶯
の
声
よ
り
明
く
る
窓
の
し
の
の
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
雅
集
巻
一
・
聖
上
）
 
（
三
番
・
右
）

、
㈲
夕
日
移
る
柳
の
末
の
秋
風
に
そ
な
た
の
か
り
の
声
も
さ
び
し
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
巻
六
・
秋
中
）
 
（
廿
三
番
・
右
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
る
ふ
へ
金
玉
歌
A
「
［
）

ω
大
空
に
あ
ま
ね
く
お
ほ
ふ
雲
の
心
国
土
う
る
ほ
ふ
雨
く
に
す
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
巻
十
六
・
雑
中
）
」
（
五
十
四
番
・
右
）

 
以
上
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
ω
・
㈲
に
ぽ
新
古
今
的
残
照
が
あ
り
、

㈲
は
対
象
を
細
か
く
見
て
い
る
。
㈲
も
実
感
で
あ
る
が
二
条
派
の
「
歌
苑
連
署

事
書
」
か
ら
「
幼
き
者
の
歌
な
ど
と
い
ひ
つ
べ
し
」
と
非
難
を
う
け
た
。
ω
に

は
新
し
い
恋
の
視
点
を
も
ち
、
㈲
の
視
覚
、
ω
の
万
葉
的
大
ら
か
さ
は
、
二
条
家

に
は
無
く
為
兼
の
志
向
す
る
世
界
で
あ
っ
た
。
．
つ
い
で
こ
の
頃
に
は
「
為
兼
卿
・

家
歌
合
」
を
自
宅
で
催
す
。
作
者
は
為
兼
・
為
相
・
為
子
・
経
親
の
津
名
。
実

際
は
三
十
六
番
と
思
わ
れ
る
が
、
類
従
本
で
は
廿
八
番
で
以
下
閾
と
な
っ
て
い

る
。
年
代
は
未
詳
だ
が
 
（
乾
元
二
年
か
ら
徳
治
三
年
頃
の
間
か
。
5
0
才
一
5
5

才
ま
で
ぐ
ら
い
）
親
近
の
者
た
ち
の
み
が
集
っ
て
為
兼
帰
洛
を
祝
し
て
の
小
規

模
な
歌
合
で
あ
ら
た
ろ
う
。
判
者
も
未
詳
で
あ
る
が
伏
見
上
皇
と
す
る
説
も
あ

る
。
 
（
為
兼
出
詠
は
十
三
首
だ
が
類
従
本
は
一
首
閾
の
た
め
十
二
首
。
十
五
首

が
完
全
な
数
で
あ
ろ
う
）
次
に
後
の
歌
書
に
も
引
用
さ
れ
た
歌
の
み
を
あ
げ
て

お
く
。

ω
さ
だ
か
に
は
其
色
と
な
き
景
色
に
も
唯
春
め
サ
る
今
朝
に
ぞ
あ
り
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
番
春
朝
左
・
持
）

 
 
（
夫
霜
雪
千
三
・
立
春
）

．
ω
梅
の
点
く
れ
な
み
匂
ふ
夕
暮
に
罪
な
び
き
て
春
雨
ぞ
降
る
 
 
 
 
 
 
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
番
春
夕
右
・
〈
勝
脱
歎
〉
）

 
 
（
玉
葉
集
巻
一
聖
上
）
 
（
黒
木
抄
熱
闘
・
梅
）

㈲
か
つ
散
る
も
梢
も
今
を
さ
か
り
に
て
月
も
る
庭
の
花
の
下
か
げ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
畑
番
田
甘
糟
左
・
持
）

 
「
（
家
集
前
集
・
春
夜
）
．
（
家
集
後
集
・
春
夜
）
 
（
藤
葉
和
歌
集
一
、
巻
）

 
そ
の
ほ
か
コ
家
集
補
遺
」
に
も
こ
の
歌
合
か
ら
十
集
載
っ
て
い
る
が
省
略
。

ω
は
、
玉
葉
集
に
為
兼
自
身
採
用
し
て
い
る
か
ら
自
賛
の
歌
だ
ろ
う
。
判
詞
に
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は
「
梅
柳
雨
中
之
粧
。
猶
少
二
比
類
こ
と
称
賛
し
て
勝
に
し
て
い
る
。
艶
な
る

叙
景
歌
と
し
て
尽
れ
て
い
る
。
ω
・
㈲
に
し
て
も
叙
景
歌
で
対
象
を
よ
く
把
握

し
て
い
る
歌
で
あ
る
。

 
さ
て
、
為
兼
壮
年
期
を
少
し
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
永
仁
元
年
伏
見
院
に
お
か

れ
て
は
か
ね
て
か
ら
勅
撰
集
撰
定
の
企
画
が
あ
り
、
八
月
に
為
兼
・
雅
有
・
二

条
為
世
・
九
条
隆
博
ら
に
勅
撰
集
撰
進
を
下
命
し
た
が
、
隆
博
・
雅
有
の
他
界

に
為
兼
の
失
脚
な
ど
に
よ
り
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
乾
元
二
年
閏
四
月

為
兼
は
佐
渡
よ
り
帰
洛
。
伏
見
院
を
始
め
為
兼
ら
京
極
派
に
と
っ
て
は
捲
土
重

来
の
好
機
が
到
来
し
た
。
伏
見
院
下
命
の
勅
撰
集
は
一
度
挫
折
は
し
た
も
の
の
．

為
兼
は
撰
集
準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
た
。
奏
覧
の
機
が
熟
し
、
し
か
も
為
兼

の
一
身
奏
覧
を
聞
い
た
為
世
は
延
慶
三
年
（
；
二
〇
）
正
月
二
日
朝
廷
に
為

兼
の
撰
者
不
適
任
の
旨
を
訴
え
、
為
兼
は
二
月
三
日
朝
廷
に
陳
状
を
送
っ
て
反

駁
。
以
後
七
月
ま
で
三
度
の
訴
陳
が
く
り
返
さ
れ
た
。
世
に
い
う
「
延
慶
両
三

訴
陳
状
」
が
こ
れ
で
、
二
条
派
と
京
極
派
（
冷
泉
家
を
含
め
）
と
の
対
立
は
い

よ
い
よ
熾
烈
を
極
め
て
ゆ
く
。
こ
の
背
後
に
は
為
島
井
の
新
節
撰
集
（
嘉
元
元

年
）
に
京
極
・
冷
泉
両
派
の
歌
人
入
集
舶
載
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
に
不

＼
満
の
あ
っ
た
こ
乏
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
為
兼
は
京
極
派
の
手
に
よ
る
勅
撰

首
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
の
意
志
は
遂
に
玉
葉
集
撰
進
に
よ
り
結

実
し
た
。
正
和
元
年
（
二
二
＝
一
）
為
兼
五
十
九
才
。
こ
れ
は
為
兼
壮
年
期
を

飾
る
画
期
的
勅
撰
撰
集
の
大
行
事
で
あ
っ
た
。
次
に
玉
葉
集
・
風
雅
集
の
中
で

為
兼
の
特
色
を
示
す
歌
を
少
し
引
用
し
て
お
ぐ
。
 
（
壮
年
期
で
は
あ
る
が
年
代

不
明
の
歌
も
含
む
）

ω
枝
に
も
る
朝
煙
の
影
の
す
く
な
き
に
す
ず
し
さ
ふ
か
き
竹
の
奥
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
玉
葉
集
・
巻
三
夏
歌
）

 
為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
成
過
程

ω
い
か
な
り
し
人
の
情
か
思
ひ
出
つ
る
こ
し
か
た
語
れ
ん
秋
の
夜
の
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
・
巻
五
秋
下
）

三
三
の
上
に
映
る
夕
日
の
影
は
あ
れ
ど
遠
つ
小
島
は
色
く
れ
に
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
・
巻
十
五
雑
歌
二
）

ω
沈
み
果
つ
る
入
日
の
き
は
に
あ
ら
は
れ
ぬ
霞
め
る
山
の
な
ほ
奥
の
峰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
雅
集
・
巻
一
春
心
）

㈲
松
を
梯
ふ
風
は
裾
野
の
草
に
落
ち
て
ゆ
ふ
だ
つ
雲
に
雨
き
ほ
ふ
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
・
巻
四
楚
歌
）

㈲
哀
れ
さ
も
そ
の
色
と
な
き
夕
暮
の
尾
花
が
末
に
秋
ぞ
う
か
べ
る
．
'

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
・
巻
五
秋
上
）

 
為
兼
の
歌
は
玉
葉
集
に
珊
六
首
、
風
雅
集
に
は
五
十
二
首
の
多
く
の
歌
が
入

集
し
て
い
る
。
ま
さ
に
京
極
流
の
主
動
的
な
特
質
を
こ
こ
に
見
る
こ
之
が
出
来

る
。
こ
こ
に
は
僅
か
六
首
に
し
ぼ
っ
た
が
、
ω
・
㈲
・
ω
・
㈲
に
は
対
象
を
精

細
に
把
握
し
、
し
か
も
色
彩
的
感
覚
が
鮮
烈
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
ω
に
は
客

観
の
中
に
心
情
的
述
懐
を
生
か
し
、
㈲
の
字
余
り
は
効
果
を
あ
げ
格
調
も
高
く

大
ら
か
に
歌
い
あ
げ
た
。
こ
う
し
だ
歌
柄
に
為
兼
の
特
色
を
集
約
し
た
も
の
で

あ
り
、
二
条
派
の
伝
統
か
ら
は
決
し
て
発
想
さ
れ
な
い
京
極
派
の
特
色
を
示
す

世
界
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
為
兼
壮
年
期
は
京
極
風
後
期
に
お
け
る
興
隆
期
に
．

あ
た
り
歌
人
と
し
て
も
成
す
べ
き
こ
と
は
十
分
果
た
し
得
て
こ
の
期
は
終
る
。

 
 
 
 
9
老
 
年
 
期

 
 
 
 
（

 
老
年
期
は
正
和
二
年
（
六
十
才
）
か
ら
元
弘
二
年
（
七
十
九
才
）
の
没
年
ま

で
の
十
九
年
間
で
あ
る
。
為
兼
は
正
和
二
年
、
伏
見
院
と
共
に
出
家
し
法
名
を

蓮
覚
、
の
ち
静
覚
と
改
め
た
。
出
家
は
し
た
も
の
の
そ
の
ま
ま
流
蝋
す
る
と
い

う
型
の
人
物
で
は
な
か
、
つ
た
。
こ
の
期
に
も
歌
合
は
催
さ
れ
て
い
る
。
 
「
花
園
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聖

三
農
記
」
の
正
和
三
年
正
月
廿
七
日
の
条
に
は
「
今
日
内
々
有
歌
合
、
雪
中

梅
、
遠
山
霞
、
大
納
言
入
道
出
題
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
、
六
十
一
才
の
為
兼

が
出
題
し
、
持
明
院
統
の
内
々
の
歌
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
為
兼
の
歌
は
見
え

な
い
。
翌
四
年
四
月
廿
三
日
に
は
一
門
を
率
い
て
奈
良
の
春
日
大
社
詣
で
を
敢

行
レ
、
関
白
家
平
以
下
の
顕
官
が
列
し
た
と
い
う
豪
華
さ
が
西
園
寺
実
兼
の
忌

．
諦
に
触
れ
失
脚
（
土
佐
配
流
）
の
原
因
と
な
り
、
佐
渡
に
つ
い
で
の
二
度
目
の

配
所
生
活
の
悲
運
に
遭
っ
た
。
奈
良
に
は
廿
八
日
置
で
滞
在
し
、
為
兼
主
催
の

 
「
春
日
宝
前
歌
会
」
が
開
か
れ
だ
（
続
史
愚
意
）
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
歌
は
経

文
の
内
容
を
詠
み
こ
ん
だ
も
の
で
京
極
派
の
作
品
と
し
て
は
高
く
評
価
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
そ
の
他
こ
の
期
に
も
歌
は
作
っ
た
と
思
う
が
そ
の
時
機
の
決

め
手
が
つ
か
め
な
い
。
正
和
二
年
の
六
十
才
に
玉
葉
集
の
終
功
を
得
て
い
る
。

二
十
一
代
集
最
大
の
歌
津
（
流
布
本
・
二
八
〇
一
首
）
を
有
す
る
と
い
う
形
式

的
な
こ
と
の
み
で
な
く
京
極
派
の
勅
撰
集
と
し
て
二
条
派
撰
と
は
異
な
る
革
新

に
立
ち
、
客
観
、
叙
景
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
樹
立
し
た
こ
と
で
為
兼
の
個
性
は
も

と
よ
り
伏
見
院
、
永
福
門
院
ら
を
始
め
持
明
院
統
の
支
持
を
得
て
画
期
的
な
勅

撰
集
を
生
み
出
し
た
。
中
世
和
歌
史
に
お
け
る
そ
の
位
置
は
重
い
。
為
兼
生
涯

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
玉
葉
集
に
燃
え
尽
し
た
。
．
庶
流
為
兼
の
歌
業
は
二
条

派
の
重
圧
を
受
け
た
が
、
彼
は
決
し
て
こ
れ
に
屈
服
は
し
な
か
っ
た
。
京
極
派

の
系
譜
は
彼
の
没
後
に
お
い
て
も
三
十
余
年
後
の
風
雅
集
に
継
承
さ
れ
た
。
そ

こ
に
は
政
治
的
、
歌
壇
的
に
も
変
貌
す
べ
き
歴
史
的
要
因
も
あ
り
、
玉
葉
集
そ

の
ま
ま
の
形
で
は
な
い
が
、
新
レ
い
意
欲
的
作
歌
精
神
の
再
生
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
'

結

び

 
玉
葉
集
撰
進
後
に
お
い
て
も
為
兼
は
各
種
の
歌
合
に
も
出
度
は
し
て
い
る

が
、
年
代
不
明
の
歌
が
多
い
ゆ
土
佐
に
お
け
る
彼
の
動
静
に
つ
い
て
は
資
料
も

乏
し
い
が
、
風
雅
集
巻
九
旅
歌
の
中
に
「
前
大
納
言
為
兼
安
早
筆
に
侍
り
け
る

所
へ
尋
ね
罷
り
で
題
を
探
り
て
歌
よ
み
け
る
に
、
海
山
と
言
ふ
事
を
」
と
い
う

詞
書
を
持
つ
道
全
法
師
の
「
海
山
の
思
ひ
遣
ら
れ
し
発
け
さ
も
越
ゆ
れ
ば
易
き

も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
」
の
一
首
が
あ
り
、
，
一
時
は
優
免
さ
れ
て
安
芸
国
へ
移
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
花
園
天
皇
震
記
に
よ
る
と
「
近
年
卿
有
二
優
免
之

儀
「
、
移
二
和
泉
国
「
（
元
弘
二
年
三
月
廿
四
日
の
条
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
和
泉
の
国
に
も
後
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
花
園
天
皇
は
後
伏
見
上
皇
に

為
兼
を
優
免
を
乞
う
て
い
る
が
遂
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
花
園
天
皇
は
元
弘
元

年
に
は
近
年
御
詠
｝
巻
を
為
基
（
為
兼
の
猶
予
俊
言
の
息
）
に
持
参
さ
せ
判
を

乞
わ
れ
、
為
兼
は
こ
れ
を
お
返
し
し
て
い
る
。
無
聯
な
土
佐
の
配
所
に
お
い
て

も
為
兼
は
天
皇
と
の
歌
の
通
い
路
を
保
た
れ
た
。
ま
た
そ
の
御
質
問
に
「
仏
法

和
楽
更
不
レ
可
」
有
二
差
別
己
（
同
三
月
甘
四
日
）
と
お
答
え
申
し
あ
げ
た
。
こ
れ
は
為
兼

の
晩
年
に
到
り
得
た
和
歌
仏
道
一
如
観
で
あ
っ
た
。
土
佐
配
流
十
六
年
間
、
和

泉
か
ら
さ
ら
に
河
内
国
に
移
っ
た
が
京
に
は
遂
に
帰
る
こ
と
な
く
元
弘
二
年

（一

O
三
二
）
三
月
廿
一
日
、
七
十
九
才
の
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

 
京
極
派
の
消
長
は
伏
見
院
、
永
福
門
院
の
も
と
に
そ
の
歌
の
指
導
者
為
兼
の

活
動
と
共
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、
政
治
家
為
兼
の
行
動
に
よ
る
失
脚
挫
折

と
か
ら
み
あ
い
、
そ
の
活
動
期
の
頂
点
は
玉
葉
和
歌
集
に
お
い
て
結
実
さ
れ

る
。
為
兼
の
二
条
家
に
対
す
る
反
逆
精
神
は
不
倶
戴
天
の
も
の
で
終
生
不
変
で

あ
っ
た
。
玉
葉
集
の
客
観
叙
景
と
い
う
新
し
い
変
革
は
二
条
家
嫡
流
に
は
全
く
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見
ら
れ
な
い
作
歌
方
法
論
で
あ
り
、
「
為
黒
影
和
歌
抄
」
に
お
け
る
感
動
尊
重

の
歌
論
形
成
の
骨
格
も
そ
こ
に
位
置
づ
け
ち
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
“

 
私
は
本
稿
に
お
い
て
、
e
は
為
兼
全
の
新
資
料
と
し
て
片
山
豊
樹
本
の
内
客

を
さ
ぐ
り
、
口
に
は
多
く
の
先
学
に
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
が
、
と
り
わ
け
小
原

幹
雄
氏
の
為
兼
に
関
す
る
研
究
の
労
作
に
多
く
の
学
恩
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記

し
て
謹
ん
で
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
．
。
私
の
為
兼
研
究
は
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
で
、
今
後
な
お
考
究
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

、
参
考
文
献
の
注

の
・
口
「
為
兼
集
」
乙
集
の
考
察
（
島
根
大
学
文
理
学
部
紀
要
第
四
号
・
昭

 
和
4
6
・
3
月
）
 
「
為
兼
集
」
甲
集
の
考
察
（
同
紀
要
第
五
号
．
昭
和
4
7
．

 
3
月
）

日
拙
稿
「
京
極
為
兼
の
人
間
線
」
 
（
梅
光
女
学
院
日
本
文
学
研
究
第
十
七
号

 
・
昭
和
5
6
・
1
1
月
）

四
野
守
鏡
考
（
寺
崎
修
一
・
「
文
化
」
昭
和
1
0
・
3
月
号
）

㈲
「
和
歌
文
学
の
世
界
」
第
六
集
「
京
極
為
兼
」
・
（
昭
和
5
3
・
7
月
）

そ
の
他
、
為
兼
に
関
す
る
主
要
論
文
参
照
。
次
の
通
り
。

○
「
京
極
為
兼
論
」
（
上
田
英
夫
・
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
7
・
6
月
号
）

σ
「
為
兼
卿
集
の
成
立
」
（
次
田
香
澄
・
h
文
学
」
昭
和
珍
色
月
号
）
b

「
為
兼
伝
の
考
察
」
（
次
田
香
澄
・
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
1
5
・
1
1
月
号
Y

O
「
玉
葉
集
の
成
立
と
そ
の
伝
来
」
 
（
次
田
香
澄
・
「
文
学
」
昭
和
1
6
・
5

月
号
）
○
「
京
極
派
風
の
一
問
題
」
 
（
谷
宏
・
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
2
2

・
8
月
号
）
○
「
京
極
と
万
葉
と
の
問
題
」
 
（
谷
宏
・
「
文
学
」
昭
和
2
3
・

2
月
号
）
○
「
玉
葉
風
雅
歌
風
」
 
（
谷
宏
。
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
2
3
・

為
兼
集
と
為
兼
歌
風
の
生
成
過
程

9
月
号
）
○
「
延
慶
両
卿
訴
陳
状
の
成
立
に
関
す
る
資
料
」
福
田
秀
」
・
「
国

語
と
国
文
学
」
昭
和
3
2
・
1
月
号
）
○
「
京
極
家
の
成
立
」
 
（
「
国
文
学
研

究
」
昭
和
3
3
・
3
月
号
）
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